
地域医療構想等の推進について

資料２-１



＜国の通知＞
○ 「地域医療構想の進め方について」（令和４年３月24日付け医政発0324第６号厚生労働省医政局長通
知）で、2022年度及び2023年度において、地域医療構想に係る民間医療機関も含めた各医療機関の対応
方針の策定や検証・見直しを行うこととなっている。

＜対応状況＞
○ 病院の具体的対応方針は、令和４年度までに策定の上、地域医療構想調整会議で協議済み。
○ 有床診療所の具体的対応方針については、病院の具体的対応方針の検証・見直しとあわせて、令和６年
３月末までに開催予定の地域医療構想調整会議において協議を実施。

１ 有床診療所における具体的対応方針の策定について

【ポイント】
有床診療所も2023年度に
具体的対応方針を策定する必要
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＜各圏域の有床診療所数＞
○盛岡 ：30医療機関 ○釜石 ：２医療機関
○岩手中部：10医療機関 ○宮古 ：５医療機関
○胆江 ：５医療機関 ○久慈 ：４医療機関
○両磐 ：４医療機関 ○二戸 ：５医療機関
○気仙 ：３医療機関



＜参考＞岩手県全体の機能別病床数の推移
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※１年で使用した病床が最も多かった日の使用病床数

※

○ 本県の機能別病床数は、地域医療構想における令和７年必要病床数に年々近づいているものの、急性期が
過剰、回復期が不足の状況が継続している。

出典：病床機能報告



○ 地域医療構想は、将来人口推計をもとに2025年に必要となる病床数を４つの医療機能ごとに推計し、地域の医療関係者
の協議を通じて、病床の機能分化と連携を構想区域ごとに進めている。

○ 国においては、地域医療構想実現を図る観点から、地域医療構想調整会議等の合意を踏まえて医療機関が行う自主的な
病床削減に取り組む際の財政支援を実施。（R3年度から、医療機関が行う病床削減等について給付金を支給する事業）

○ 具体には、地域医療構想調整会議の議論及び医療審議会での意見を踏まえ都道府県知事が認めた計画が支給対象。

１ 概要等

２ 削減予定医療機関
○ 令和５年度は当初３医療機関の削減を予定していたところ、追加で２医療機関が病床削減を行うことから支給を行う
○ 胆江圏域（令和６年２月15日開催） ・釜石圏域（令和５年２月15日開催）の地域医療構想調整会議で了承されている
○ 赤坂病院については、令和３年度に了承済みであるが、削減年度が令和５年度に変更となったため、再度報告する

病床機能 再編前の病床数 再編後の
病床数(B)

削減数(B-A)
許可 稼働(A) R5削減予定

高度急性期
急性期 44 44 0 ▲44
慢性期
回復期

合計 44 44 0 ▲44

①ひがしやま
病院

病床機能 再編前の病床数 再編後の
病床数(B)

削減数(B-A)
許可 稼働(A) R5削減予定

高度急性期
急性期 272 272 180 ▲92
慢性期
回復期

合計 272 272 180 ▲92

病床機能 再編前の病床数 再編後の
病床数(B)

削減数(B-A)
許可 稼働(A) R5削減予定

高度急性期
急性期 52 27 20 ▲32
慢性期
回復期

合計 52 27 20 ▲32

②県立釜石
病院

③赤坂病院

・急性期病床を令和５年10月に削減済
・支給対象は急性期病床の削減数92床分

・急性期病床を令和５年度に削減予定
・支給対象は急性期病床の削減数７床分
・当初は令和４年度中の削減を計画していた
ところ、計画再検討のため令和５年度の削
減となったもの。

・なお、削減内容は令和３年度医療審議会に報告した
ものと変更はないもの。

・令和５年度に病院を廃止予定
（外来は一関病院が機能を引継ぎ）

・支給対象は急性期病床の減少数44床分

２ 病床機能の再編について
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② 病床再編の状況（再編支援給付金実績）

③ 病床機能ごとの病床数の推移（H27～の病床機能報告による）

※１ 令和５年度病床機能報告については、令和６年８月上旬頃に県ＨＰに公開予定

病床機能 地域医療構想に
よる必要病床数

平成27年度
(報告初年度)

令和４年度
(最新)

報告開始以降の
病床数の増減

高度急性期 1,030床 1,413床 1,264床 ▲149床
急性期 3,333床 7,002床 5,023床 ▲1,979床
回復期 3,696床 1,707床 2,991床 1,284床
慢性期 2,617床 3,439床 3,016床 ▲423床
休 棟 0床 725床 677床 ▲48床
合 計 10,676床 14,286床 12,971床 ▲1,315床

年度 医療機関 再編前 再編後 備考

令和２年度

国保藤沢病院 急性期 54床急性期 0床 ▲10床回復期 0床回復期 44床
美山病院 慢性期 209床慢性期 172床 ▲37床

北上済生会病院 急性期 204床急性期 160床 ▲28床回復期 44床回復期 60床
令和３年度 実績なし
令和４年度 実績なし

＜参考＞これまでの病床機能の再編状況について
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※２ 療養病床から介護医療院への病床転換の状況については、５医療機関が病床

転換(R6.3.1現在）を行っており、今後さらに１医療機関が転換を予定

① 今年度の病床再編の状況（既報告分）
医療機関 再編前 再編後 備考

栃内病院 急性期 109床急性期 90床 ▲19床 支給19床
盛岡赤十字病院 急性期 364床急性期 324床 ▲40床 支給40床
ちあき眼科 急性期 2床急性期 0床 ▲2床 支給１床



３ 紹介受診重点医療機関の指定について①

＜紹介受診重点医療機関とは？＞
○ 外来機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化を図るために新たに位置付けられた医療機関の
類型。

○ 患者は、まず地域の「かかりつけ医機能を担う医療機関」を受診し、必要に応じて紹介を受けて紹介受
診重点医療機関を受診。状態が落ち着いたら逆紹介を受けて、地域に戻る受診の流れを明確化する。

○ 患者の流れがより円滑になることで、病院の外来患者の待ち時間の短縮や勤務医の外来負担の軽減、医
師働き方改革に寄与することが期待される。

＜紹介受診重点医療機関の特徴＞
○ 患者が紹介状を持参しないで紹介受診重点医療機関（一般病床200床以上に限る。）を受診した場合、
特定機能病院や地域医療支援病院と同様に、患者から「特別の料金」（初診の場合7,000円以上）を徴収。

○ 患者が紹介受診重点医療機関（一般病床200床以上に限る。）に入院した場合、「紹介受診重点医療機
関入院診療加算」として、入院初日に限り診療報酬800点を加算。

○ 紹介受診重点医療機関において、地域の診療所等から紹介された患者の診療情報を地域の診療所等に提
供した場合、「連携強化診療情報提供料」として、診療報酬150点を加算。
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３ 紹介受診重点医療機関の指定について②

＜対応状況＞
○ 国の外来機能報告の結果及び各医療機関の意向に基づき、地域医療構想調整会議で協議を実施。
○ 協議の結果、県ホームページで９医療機関を紹介受診重点医療機関として公表。

＜今後の対応＞
○ 紹介受診重点医療機関は、医療機関の意向や基準の充足状況が前年度と変わらない場合であっても、毎
年度協議の場で議論する必要があることから、外来機能報告の結果をもとに地域医療構想調整会議におい
て協議予定。
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構想区域 医療機関名 一般病床数 公表日 備 考

盛岡

社団医療法人啓愛会孝仁病院 126床 R5.9.1

岩手医科大学附属病院 932床 R5.9.1 特定機能病院

岩手県立中央病院 685床 R5.9.1 地域医療支援病院

盛岡赤十字病院 398床 R6.1.1 地域医療支援病院

岩手中部
岩手県立中部病院 414床 R5.9.1 地域医療支援病院

社会福祉法人恩賜財団済生会北上済生会病院 220床 R6.3.1

胆江 岩手県立胆沢病院 337床 R5.10.1 地域医療支援病院

両磐 岩手県立磐井病院 305床 R5.9.1 地域医療支援病院

宮古 岩手県立宮古病院 320床 R5.10.1 地域医療支援病院

【紹介受診重点医療機関（令和６年３月１日現在）】



４ 公立病院経営強化ガイドラインへの対応について②

＜国の通知＞
○ 「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン」（令和４年３月29日
付け総財準第72号総務省自治財政局長通知別添）において、公立病院経営強化プランを令和４年度又は令
和５年度中に策定することとなっている。

＜対応状況＞
○ 地域医療構想調整会議で協議の上、県立病院については管理者である県医療局において、市町立病院に
ついては管理者である市町において、令和６年３月末までにプラン策定見込み。

○ 県では、随時進捗状況の確認を行うとともに、必要に応じて各種データや他県のプラン策定事例に関す
る情報提供、助言等を実施。
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【プランの策定対象】

地方公共団体名 医療機関名 プラン名

岩手県 県立病院（20病院） 岩手県立病院等の経営計画〔2019-2024〕
盛岡市 盛岡市立病院 盛岡市立病院経営強化プラン
八幡平市 八幡平市立病院 八幡平市立病院経営強化プラン
葛巻町 国民健康保険葛巻病院 国民健康保険葛巻病院経営強化プラン
西和賀町 町立西和賀さわうち病院 町立西和賀さわうち病院経営強化プラン

奥州市 国民健康保険まごころ病院
奥州市総合水沢病院 奥州市立病院・診療所経営強化プラン

一関市 国民健康保険藤沢病院 一関市病院事業経営強化プラン
洋野町 国民健康保険種市病院 国保種市病院経営強化プラン
※ プラン名及び記載内容については、令和６年２月29日時点のもの。

※ 県立病院の経営強化プランについて
・「岩手県立病院等の経営計画」を公立病院経営強化ガイドラ
インに定める公立病院経営強化プランとして位置付けている。
・現行の経営計画は、令和６年度までの計画となっていること
から、公立病院経営強化ガイドラインを踏まえ、今年度中に対
応が必要と考えられるものについては改定して対応。
・次期経営計画は、令和６年度に策定予定。



４ 公立病院経営強化ガイドラインへの対応について②

＜今後の対応＞
○ 関係地方公共団体は、経営強化プランの実施状況について概ね年１回以上点検・評価・公表を行うこと
となっているほか、プラン策定後に地域医療構想等との齟齬が生じた場合などには改定を行うこととなっ
ていることから、地域医療構想と経営強化プランの整合性について適宜確認を行っていく。
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【４つのポイント】

①持続可能な地域医療提供体制の確保
のための「経営強化」に主眼を置いて
「経営強化プラン」としたこと。

②病院や経営主体の統合よりも、病院
間の役割分担と連携強化に主眼を置い
たこと。

③医師・看護師等の不足に加え、医師
の時間外労働規制への対応も迫られる
ことも踏まえ、新たに記載事項に追加
したこと。

④第８次医療計画に「新興感染症等の
感染拡大時の医療」が加わることも踏
まえ、新たに記載事項に追加したこと。

（例）
○ 町立西和賀さわうち病院経営強化プラン
町内医療機関や介護福祉施設との連携・

役割分担

（例）
○ 一関市病院事業経営強化プラン
現行の経営形態のほか、独立行政法人化、

社会福祉法人化、地域医療連携推進法人化
を候補とした経営形態の検討

（例）
○ 八幡平市立病院経営強化プラン
電子カルテ、マイナンバーカードの対応、医

療情報連携、オンライン診療、勤怠管理システ
ム、キャッスレス決済、オンライン面会など
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